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1。 は じ め に
 近年 の目ざましい経済成長は,我 々の食生活に も大
きな変化を及ば し,国 民の平均的な栄養状態 もかな り
改善 されてはいる。しか し一方,過 剰栄養による肥満,
成人病の増加,あ るいは,外 食,欠 食の増加な ど国民
栄養改善上新たな問題が生 じている。そこで,こ れ ら
の問題点の中か ら,栄 養摂取のアンバランスの原因の
一つ と考え られ る朝食の実態を把握 し,今 後の栄養指







1に 示す ように,学 生 の生活様式を自宅,下 宿,寮 に
分類 して,そ れぞれの傾向を調査 した。




 家庭環境,体 格及び健康状態,朝 食摂取状況,食 生
活の満足度,生 活状態を調査項 目とし,調 査表を作成
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 皿.1.家 庭環境
 朝食の摂取状況を調査するにあた り,学 生の家庭環
境について次の4項 目,1)家 庭の職業,2)家 族構成,
3)母親の年令,4)母 親の職業の有無について調査を行
なった。その結果は,表2～5に 示す とお りである。
調査対象の家庭の職業は,表2に 示すよ うに,サ ラ リ
マーン家庭のものが全体の61.7°oを占めている。家族
構成は,表3に 示す ようyr,4人 家族が全体の39。0%
で第1位 を占め,つ いで5人 家族の30.2°oとなってい
る。母親の年令は,表4に 示す ように,40代 が最も多
く全体の81.5°oを 占めてい る。また,母 親の有職率に
ついてみ ると,表5に 示す ように,全 体の35.5°oのも
のが職業をもっているが,な かで も寮生活者は職業を
もっている母親の方がわずかの差ではあるが,職 業を
もっていない母親 より上回 ってい る。
 以上の結果 よ り,生 活様式間(自 宅,下 宿,寮)の
差の検定を行なった結果,喫 食者の家庭の職業,母 親






会社員 50. 4 
商 業 12. 7 




無 職 1.8 
その他 7. 9 
2. 4 23.5 26. 1 16.7 
34. 0 36.5 34. 9 26.3 
17.6 9.4 21. 7 23.9 
7. 1 15.3 4. 3 14.2 
1.2 1.2 。 。
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60才以上 0.6 I 0 0 
50代 13.4 I 14. 1 I 16. 5 
30~ 3. 0 I 4. 7 1 2. 4 




有職 23.6I 37.6 I 51. 8 I 30.4 I 47.6 
無職 I76. 4 I 62. 4 I 48.2 I 69.6 I 52.4 
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表 6 朝食喫食の理由 (単位%)
l自宅|下宿| 寮
食べるのが当然、と思っている I50. 4 I 28. 2 I 47. 0 
から
栄養上，健康上から 20. 0 36. 5 17.7 
空腹を感じるから 24.2 34. 1 34. 1 
{乍ってくれるから 3.6 1.2 1.2 
無理に食べさせられるから 1.2 。。
その他 0.6 。。





































































食欲がないから I 17.4 I 14.3 
食べる時間がないから I 65.2 I 61. 9 
朝食の準備ができていないから o I 7.1 
家族が二食主義だから o 0 
自分で習慣になっているから 13. 0 9.5 
やせるため 。 。
食べない方が休の調子がよいから 4.4 4.8 
その他 。 2.4 












小学生時代 8. 7 4.8 
中学生時代 17.4 7. 1 
高校生時代 47.8 23.8 









































満足している I 40.0 I 20. 0 I 4.7 I 30.4 I 7.1 
やや満足している I25. 5 I 15. 3 I 18. 8 I 17. 4 I 14. 3 
普通 I 30. 9 I 41. 2 I 50. 6 I 43. 5 I 50. 0 
もの足りない | 3. 6 I 23. 5 I 25. 9 I 8. 7 I 28. 6 



















































































|自宅 l下宿! 寮 l自宅|下宿
5時間未満 1 0 1 0 1 .21 0 i 0 
5"-'6時間 7.9 I 7. 1 I 9. 4 I 21. 7 I 14. 3 
6"-'7時間 49.7I 40.0 I 57.6 I 43.5 I 26.2 
7"-'8時間 33. 3 42. 3 29.4 34.8 45.2 
8"-'9時間 7.9 10.6 2.4 。 9.5 
9時間以上 1.2 。 。 。 4.8 
言十 1100. 0 1100. 0 1100. 0 1100. 0 1100. 0 
表12 起床から家を出るまでの時間 (単位%)-ul欠食者
自宅|下宿! 寮|自宅!下宿
30分以内 I 28.5 I 10.6 I 0 I 52.2 I 38. 1 
1時間以内 I 61. 8 I 61. 2 I 1. 2 I 43.5 I 54.7 
1時間 ，.， (¥ I 川町1")(¥ (¥ I • ') I 円 4
30分以内 I・.， I “・ I I ':"V. V I ~・._， I .:..せ
2時間以内1.8 I 3. 5 I 40. 0 I 0 I 4. 8 
2時間以上 o 0 I 38.8 I 0 0 




30分以内 1.8 68.2 100.0 4. 3 66.6 
1時間以内 24.8 24. 7 。 13. 0 31. 0 
1時分間 42.5 1.2 。 30.5 2.4 30 以内
2時間以内 2736311 35 。 30.5 。。 。
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